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「新型コロナウイルス感染症対策」に関する緊急要望（第９弾） 

 

先般、「新型コロナウイルス感染症を乗り越えるためのロードマップ（骨格）」が示さ

れ、現在、その具体化を図っているとのことです。骨格には、主に休業要請の緩和の

ステップなどの経済活動について示されていますが、外出自粛や休校・休園、登園自

粛の長期化により多大な影響を受けている子どもたちの生活等についても、早急に

具体的なロードマップを示していく必要があります。 

 また、国と業界団体等が感染対策ガイドラインの策定を進めていますが、その内容

や意義について、都民一人ひとりが正しく理解し、協力していくことが不可欠です。 

 そこで、以下の通り、要望します。 

 

記 

 

１．学校再開のステップと学校における「新しいあたりまえ」を早急に示すこと。その

際、オンライン学習の強みである「個別最適化された学び」と、従来の学校の強みで

ある「運動、体験、交流等からの学び」の最適な融合による「新しい学校のあり方」を

目指すこと。（別紙参照） 

   

２．保育施設や幼稚園の休園・登園自粛解除のステップと保育・幼児教育における

「新しいあたりまえ」を早急に示すこと 。その際、時差出勤や短時間勤務、在宅勤務

などを織り交ぜた新しい働き方に応じた柔軟な保育体制が実現できるよう取り組むこ

と。（別紙参照） 

 

３．国や業界団体等が策定するガイドラインに即した事業者等の取組を支援し、順守

を促すとともに、サービスの受け手側である都民の理解と協力を得ることができるよ

う、生活の各場面において都民が求められる「新しいあたりまえ」に即した行動につい

て、具体的かつ分かりやすく示すこと。 

  例） 

  ・屋内の施設を利用するときは、入口で手指の消毒をすること。 

  ・公共交通機関を利用するときは、必ずマスクを着用すること。 

  ・微熱があるなどの場合は、外出を避けること。 

以上                     


